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子生活支援 設の心理 による研究の現 と課題 

 
  お の 子大学大学院 人 文 創成 学研究  

 
要約 

的 の に って 子生活支援 設では 専門 の専門性の向上が 要になってきている。そ

こで本論では 研究を してこれまでの実践を り り 子生活支援 設への 入から 20 年が とうと

している心理 が専門性を くた には 今 どのような実践研究が られるのか した。 子生活支

援 設にお る心理 の文献では こそ ないものの 現場の支援 ー の多 に して実践の も

増えていた。しかし 支援のた のアセス ントに関する 報や を えたコミ テ として

の支援のプ セスを できる研究は なかった。今 はアセス ントの質を 障するた の研究や

も たコミ テ アプ ー による支援に いて された実践研究が 要とされると えられた。 

 

キー・ワード 的 子生活支援 設 心理  

 

 はじめに 

  現在 的 は「 しい 的 育ビ

ン」（ 生 2017a）が ち され 大きな

の 中である。しかしビ ンの指 が現場

の実 と ずしも合 するとは言えず 児

設それ れに課題が生まれている。 
 児 設の中でも 一 子共に生活する

設として 子生活支援 設がある。 設は

児 法第 38 にて「配 者のない 子 は

これに ずる事 にある 子 びその者の す

き児 を入 させて これらの者を すると

ともに これらの者の自 の 進のた にその生

活を支援し あわせて した者に いて相談そ

の の援 を うことを目的とする 設とする。」

と られている。現在の な入 理 はDVや

的 であり 設 の の や

から 支援 ー が わってきている（ 生

2011）。 年特に DV 害者や 待された

子どもの入 の増 に注目が まっている。

こうした入 者の支援 ー に 応するた

2001年より心理 の常 配置が進 られてきた。 
 現在のところ 子生活支援 設では 特

の 入れ アセス ントの 実 専門的

プ ラ の実 ア ト ー まで見 した

「 な る」支援の実現が の課題とされてい

る（ 子生活支援 設 2018）。特に

ア ト ー まで支援を発展させるにあたり ま

ずは 設 にお る生活援 支援の 実が 先さ

れるという。 まり 課題を達成するにあたり

多 それ れの専門性を高 る 要がある。 
 これは 心理 においても である。 子生

活支援 設においては ー として多

による支援が 要 欠である。 待やDV 害

に する アを理 に常 配置されたものの 現

場の支援 ー が多 であれ 心理 としての

支援 も 々である。したがって 心理 も

より高 な専門性が られている。 
専門性を く として 実践研究がある。し

かしこれまで 心理 に らず 子生活支援 設

の研究 は見 されてこなかった。 
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そこで本研究では 子生活支援 設の に

お る文献を 時 にしたがって 理する。

の動向の中で 心理 が配置されてきた を

に り り 研究がどのように展開されてき

たのかを する。さらに の研究も し

じて 子生活支援 設において今 心理 とし

て が 要となってくるのかを する。 
 
Ⅱ 子生活支援 に関する の動  

 本 では 子生活支援 設の文献の動向を

これまでの 子生活支援 設の を り り

現 までの をおさえながら 理する。それ

ら 子生活支援 設 の動向で 心理 がどの

ように 置 られ そのような の中でどの

ような研究がなされてきたのかを する。 
 

1． の調査方法 

 文献 には CiNii び CiNiiに されて

いない文献があると えられる JAIRO の 2 を

用いた。また 子生活支援 設にお る心理

の動向を か るた に「 子生活支援 設」「

子生活支援 設 心理」の2 ターンの ー ー

で した。その CiNiiでは 「 子生活

支援 設」で 188 「 子生活支援 設」「心

理」で 10 した。JAIRO では 「 子生活

支援 設」で 37 「 子生活支援 設」「心理」

で 3 した。 じて 「 子生活支援 設」

では 225 「 子生活支援 設 心理」では 13
あった。 
そのうち 子生活支援 設 の児

設に があてられ 子生活支援 設そのもの

をテーマとしていない文献 事 や スター

重 している文献は した。合 171 を

とした。 
児 設の心理に関 した文献の動向の

調査では 自 支援 設と共に の児 設

よりも文献 自 が ないことが らかにされて

いる（ ・増 2012）。本調査においても「心

理」を ー ー に すると する文献は

くわずかであった。 
 られた文献の中で がテーマにされ 子

生活支援 設で られていた心理 の役 と

らし合わせてどのような意 があったのか す

る。 
 
 2． 子生活支援 の  

 文献が られ た 1997年は 「 子 」の

名 から 者自らが自 を 向する を重

した「 子生活支援 設」へと された時期

である。その 文献 は増え 2003年に

のピークを迎える。 のピークとなった 2003
年は 2001 年から された児 待 法の

の改 が われる 1 年 である。2007 年を

に 傾向にあった文献 が増え 2011
年に第 2のピークを迎えた。運営指 が発 され

た 2012年には文献 が するも 年の 2013
年 現在まで それまでより多くの文献が

的に がるようになっていた。児 にま わ

る法 の動向に 動する で文献が していた

のが特 であった（ 1）。そこで 法 の動向と

その の文献のテーマに って時期を り

していく。 
 1997 年から 2007 年の児 待 法の第

改 が われるまでの 1997 年から 2006 年を

「支援の質的 期」とする。 に 2007年か

ら「 的 の課題と 」（ 生

2011）が されるまでを 支援 の特 から

「 子支援への 期」とする。 に 児

設の運営指 が され 的 の

が された 2012 年から現在までを「支援

の と たな展開期」として 理していく。 
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 ）支援の質的 期（1997年 2006年） 
 1997 年に られていた 本（1997）と

（1997）は どちらも「 子 」からの名

をテーマに掲 ていた。 く1998年 1999年は

子生活 設の現 や今 の課題に いての論文

が がっていた。名 に されるように

に設 された 子 が とした支援とは

質的に大きな が られていた時期である

（ 2015）。 
 2000 年に入ると名 から 的な支援に

テーマが っていく。 （2000）が 人利用

者の支援に いて特 で取り上 ている 山

ら（2000）は 的障害を 親の育児支援の在

り に いて している。 で事

りた支援や ーシ ークによる支援に ま

らない支援 ー が 在していたことがわかる。

また 支援にお る入 者の「自 」がますます

調され 自 支援 を てるにあたっての課

題（今 2001 2001）が文献として が

ってくるようになった。 
 こうした現場の支援 ー とは に

では 一 に 的自 が目指された。2002
年に 生 から された「 子 等自

支援 大 」では「 子 等の 的自 の 

 
 
た の 支援」などと 支援の目的が 的自

に されていた。しかし 心理担 員を導

入しな れ できないような ースや

的障害などの かしらの障害を ちながら 子

生活支援 設を利用しているような場合 的

な が 期 で ないことも なくない。例

え （2003）が たDV 害により入 し

た 子の事例では 親の 調 と子どもへの

な 育が 応にあたり問題となっていた。

このような場合 子どもの の のた に

親は で アされていく 要がある。そうして

親が な関わりができるようにする 要があ

る。これを入 している られた期 に達成す

ることは ではない。 一 を ー として

いては入 期 は長引き「自 」に至れないであ

ろう。か ての で事 りた支援から

子の に応じた ー を設 する 要性が研究

からうかがえた。 
 2003年 2006年までは 親子関係支援の

や支援 の 法の など 多 な ー に

応じるた の支援 法を するテーマが増え

た。特に DV 害者支援の文献が増えていた。

2004年に児 待 法が改 されると その年

に 子生活支援 設の自 支援に関する特 とし

図1 数の  
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て 待が取り上 られた（ ・ 2004）。
多 する ー の中でも 親のDV 害への

応が がれてきたことがわかる。支援は多

するものの 介入の はDV 害や 待 害に

あてられ たことがわかる。 
 2） 子支援への 期（2007年 2011年） 
 2007 年は 児 待 法の第 2 改 と児

法の改 が 時に われた年である。児

待 法は 第 1 改 では への 待

応の に重 が置かれていたように感じられる。

第 2 改 では ち入り調査の の や

指 に わない 者への 応 関の の

など 待の さと 的な 置の 要性が

された になっており 第 者 関の が

されていた。児 法では 子育て支援に

関する の改 が った になっていたが

2007年には 設 待の が り込まれ 児

待への法的 置が された。 
 この時期は 親のDV 害の による支援

者 ー の い（ 2007）やDV・ 待

をも 親の子どもへの （長 ら 2007）
などと 親への支援が中心となっていた。 の

関心が子ども 待に まっている中 文献では子

どもへの支援に いてはあまり言 されていなか

った。 
 子どもへの支援に いての文献が たのは

2008 年であった。 ・ （2008）は 子

どもへの 的支援を して 子どもは学習 に

も を えることが多く その さは 特

の 人関係 の しさにも されていると

している。 待そのものに する ア でな

く そこから 生して生じる子どもたちの生活場

にお る課題への支援の 要性が されてい

た。さらに 子生活支援 設にお る 子の自

支援がなおも 親の 的自 に が たっ

ていることも指 していた。 
 これ 子どもと 員との関わり に いて

した文献や子どもの を取り上 た文献

設支援を た子どもの事例報告など 子ども

に があてられた文献が 々に がってくる。

しかし ・ （2008）の指 のように

子生活支援 設は 親の支援に重きが置かれる

傾向にあった。中 （2015）は 的 の

や課題を取り る の 事 の調査から

的 の中の 子生活支援 設の 置 を

まと ている。その中で 2007年まで 子生活

支援 設は児 設としての が であ

った が されている。これは 子生活支援

設が 子共生を とする 設であること

の児 設と すると入 児 の中の

待児の 合が なかったこと（ 2011）など

が関係していると される。いずれにしても

多 な に合わせた支援を 親 子どもも

じ 重で する 要性が れた期 であっ

たと えられる。 
2007年から2011年までは 支援の現 を調査

報告する文献や 今 の課題に いて する文

献が多かった。こうした れの中で 2011年「

的 の課題と 」（ 生 2011）
が された。2011年 改 て に 的

の中に 子生活支援 設が 置 られ 支援

の 実が目指される でなく 的に子ど

もへの学習支援も に目 として掲 られた。

・ （2008）を とする 子どもの

的支援が の支援の として された

こととなる。実践研究と から られる

子生活支援 設としての との みが 々に

そろってきたと えられる。 
 3）支援の と たな展開期（2012年 ） 
  2012年「 的 の課題と 」（ 生

2011）に き 児 設の運営指

が された。 子生活支援 設運営指 （

生 2012a）では 子の 常生活や

的な に されない広 の自 支援と共に DV
や 待への心理的 アが された。 
文献の をみてみると 2012年を に 文献
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が多くなっていた。また この から 々に

支援や との に関するテーマが たに

られていた。2013年からはそれらに え 特

への支援に いて した文献（

2013）や 支援を する文献（

2013 中 ・ 2014）も わった。これらは

子生活支援 設に られる支援として運営指

に されたものである。特 への支援は

運営指 に 載されていないが 2011年に法

が進 られ 第一子 中の であっても

子生活支援 設へ入 できるようになっている。

すなわち 2012年に 現在の 子生活支援 設

の支援 が えられ 運営指 に った支援を

実践していく しさが実践研究として される

ようになっていた。この支援 の に い

た実践の現 報告や 課題 が 2015 年には多

くの文献でなされていた。 
2016年からは 運営指 に が 要なテ

ーマが展開されてきていた。例え 問題へ

のアプ ー は 一 は になったものの こ

の時期 び取り上 られていた。また 心理療法

による支援や 子の ンタ スの現 に い

てなど 心理的 への支援にも言 されていた。

一 は支援 が されたものの 現実的な

しさをどう改 するか「 しい 的 育ビ

ン」を実現するにあたりどうしていくか び

に たされているのが現 と思われる。 
子生活支援 設 （2018）では た

に 特 の 入れ アセス ントの

実 専門的プ ラ の実 ア ト ー

まで見 した「 な る」支援の実現を課題とし

ている。 は児 待にお る高 スク を 期

に支援する 応 は い支援を 要とする

子への 期 療の役 は 的に 子を見

り への した生活を支える役 を とい

えるであろう。これらはそれ れ Caplan（1964）
の デ の からみると 児 待や DV
害の一 にあたると

えられる。児 待 DV 害への 応がより

一 されていることがうかがえる。 
しかし 子生活支援 設には 待やDV 害

を とした 子も入 している。入 理

でなく 入 者が 「自 」の は多

していることは 先 の りである。したがって

待や DV 害への 応を すると 時に

々な支援 に応えられる を えることも

重要な課題であろう。そのた には の

での援 の 性を高 ることが 用性の

ある課題の解 のように思われる。 のアセス

ントの 実が 今 先して取り組まれる き

課題であろう。 
 また 問題に いては 時に えていく

要があるテーマ と えられる。 支援は

を ー とした自 支援に陥りかねない

スクがあるとして 1970年から 1980年に 論

されてきたことは 先にも れてきた。しかし実

の や は 入月 が 15 円

が を え 入 者の 8 は 雇用である

ことが らかにされている（ 生 2011）。
び で 子での生活を営 にあたり

への支援は え るを ないであろう。一 子

生活支援 設の入 者を に「 」に い

て調査した （2007）によれ 入 者の

のイ ー は発展 上 や 本といった自ら

の とはか れたものであり 自 が

にあると している 合は がありな

がらも と い。実 の とその

との を すれ 子生活支援 設にお

る への支援は 親が 子で生活を営 上で

要な 感 や 支を できるようにする

教育的なかかわりではない ろうか。 の

問題としても 子どもの への が進 られ

ている（ 生 2012b 2017b）。 の中

での 子生活支援 設の役 としても 今 注目

す きテーマ と えられる。 
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3． 子生活支援 に る 理 の位  

 子生活支援 設 の文献の動向をみてきた

が の中で心理に関 する問題が取り上

られ たのは 2016 年と 的 になって

からであった。しかし 2000 年の文献で 的障害

を 親の支援に いて取り上 られているな

ど 現場では くから心理 の専門的 を要す

る支援 ー があったことがうかがえる。 
 心理 としての文献が がり たのも 2001
年からであり ー が かび上がってきた時期

と 時期であった。それから 子生活支援

設の支援の質的 期とした 2007 年までは

事例論文が中心であった。 親自 の心理的 ア

や 親への 人療法に いての事例研究であり

の文献の傾向と に 親支援に が

あてられていた。また心理援 の中でも 人療法

が に取り上 られていた。心理 は に 的

支援に わっており 設 の イ ミクスを

用いた臨床は文献からはみられなかった。 
 2010年に入ってから 人療法 でなく

ープ介入の 研究（ 木 2013）や コンサ

テーシ ンの導入や に いて する文献

（ 2015）など コミ テ アプ ー を

取り入れた実践が文献で取り上 られるようにな

った。また事例論文では 子どものプレイセラピ

ーの事例が られ（ 2013） 親から子

どもへの支援にも目が向 られるようになってい

た。 親から子どもにも 的支援がなされるよ

うになった は 設 の支援の動向とも

一 していた。その に 心理 の支援や役 を

する文献（ 2010 2014）も が

っていた。 
 設 の支援の動向と一 する も多いこと

から ーシ ーク 導の現場での支援に合

わせて 専門性を活かした 々な支援を心理 が

ってきたと えられる。その援 活動の も

人療法に まらず コミ テ アプ ー ま

で 広く展開されていた。特にコミ テ ア

プ ー は 多 の が っていないと

成り たない。導入から 20 年を ようとして

いる今 子生活支援 設 の支援 が っ

てきており 心理 もまた と しなが

らより 広い実践活動が展開できるようになって

きていると言えるであろう。 
 
4． 理 による支援の と今後の  
 2007 年までの 親への 人療法の事例からは

親自 の課題を うことにより 子どもへの関

わりで えていた が 解かれていく 相が

されていた（ 2002 2003 関 ・ 山

2007）。一 子どもへのプレイセラピーでも

子どもが することで親の子どもの え に

がみられる 子が されていた（ 2013）。
これらの事例からは 心理療法による 子それ

れへの 支援が 的に き 親子の関係性支

援に ながっていることがわかる。 人療法が

それ れの心理的 ア でなく 親子の関係性

調 のた に 要な例 と言える。 
 木（2013）は ープ介入プ ラ を実

し その に いて している。 ープへ

の介入は 々な で活用されている。これを

子生活支援 設にも取り入れることで 課題と

されている「専門的プ ラ の実 」を 現

していることになる。どのような で実 する

か こうした実践研究例を に えてい ると思

われる。 （2015）は 員や 親に するコ

ンサ テーシ ンを 介している。コンサ テー

シ ンは 親に して子どもの関わり に い

て うことにより 親子の関係性支援となる。ま

た心理の を り込 ことにより支援 をよ

り 実させる でなく の ない 設 員

の ーンア トを する もあるという。心

理療法 の実践は 子 でなく 多 か

ら成る ー での支援 力にも寄与し ることが

されていた。 
 このように心理 による実践の は 々であ



  子生活支援 設の心理 による研究の現 と課題 39
 

り それ れの みがある。アプ ー の は

設の 員の 務 の も多 に

るであろう。心理 の支援において もう一

心理 が生活の場に入るのか かという 論があ

ったのは のとおりである。心理 にま わる

文献の中で 生活場 での支援に いて され

ている研究は みられない。生活場 での支援

がどのような を ち それがどう 用したの

か するテーマも 生活臨床において重要であ

ろう。 
 文献として 々に 介や がなされてい

るが 実 の支援では これらを組み合わせて用

いられていることも なくない。実践研究として

一 の ースへの 設 の支援を した事例

研究はみられない。 子生活支援 設にお る心

理 としての支援のみならず 多 の実践やそ

れに するコンサ テーシ ンも 事例に

してどのように てて支援していく 要があ

るのかの が 実 には 要とされているので

はない ろうか。心理 の実践がより 広く研究

として がってくるのはもちろん コミ テ

アプ ー の から一事例の支援の とその

を した事例研究も 子生活支援 設なら

ではの研究として今 まれるテーマであろう。 
 
Ⅲ 外の 研究との比較 

 ここでは 子生活支援 設の支援 者と

じ 場の者に する支援に いて の文献で

はどのように取り上 られているかを する。

の研究と し 今 の にお る研究の

発展にどのように生かせるのかを える。 
 1） にお る「 イ スク」の え  
 では や心理 の 置 が

とに なる。そこで 子生活支援 設の支援の

と じような にある者への支援を調 る

た 「high risk mothers」を ー ー とした。

また 特に心理支援の実 を するた 支援

を 要とする要 となる「mental health」を 2

目の ー ー として EBSCO を用いて文献

を した。そのうち の言 を用いた

文献は した。また を 児で

あるといった子どもの スクを取り上 た文献

その 先 した スクに言 していない文献は

し 45 の文献を とした。 
 とした文献では を「 イ スク」として

えているか調 た。その 親が思 期

や 年期 期といった 年 にあたる

である う あるいは う である

かしらの に している トラ マ

的なライ イ ントを している な

育 あるいは 設 育を している 6
に大 でき それ を「その 」と できた

（ 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 も多くの文献で イ スクとされていたのは

親が思 期や 年期 期といった 年 にあた

る年 要 であった。 思 期の 親は ート

ーからの 力にさらされた がある が高い

（Mylant & Colleen, 2008）。またHovdestadら

（2015）は 期に 設 育を てきた

がある が高く 子どもに する な 育

待 ア コー などの スクが高いと指

している。 待や物質 の スクの高さは

Chablani & Spinney（2011）の研究においても

図2 の定 の内  
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指 されている。さらに う を する

も高い（Mayers, Hager-Budny, & Buckner, 
2008）。自 の 育 や親 な関係性において

かしら な がある 性が高く 親自

の 的 を害する スクが高いのが 年

の 親を イ スクと える であった。この

ような 親が実 に子どもに関わる場 では 子

どもへの が が なく 相 用に一 性がな

いという（Pomerleau, Scuccimarri, & Malcuit, 
2003）。子どもへの を すれ 親への

的 アと共に 育児にお る 育 動への介

入も 要であると えられた。 
 イ スクの要 として に多く取り上 られ

ていたのは であることや う う

であった。これらの特 として 者が し

ている あるいは う や う の スクに

が られているなど 関 している が

られた。 は う う

年 にも していた。 自 が スクを

生 というよりも その を く あるいはそ

こから 生して かれる が イ スクに な

がると えられる。一 う や う は

あるいはア カ で高 で 見

され 問題となっている（Yang et al., 2014
Abrams & Curran, 2007）。 を するた

に 関 要 や 応 の 研究が進 られてい

た。 
 々の スク要 をまと する 目 に

よって子ども 待の スクの を する み

もなされており（Critenden, 2007） 多 の研究

の中でも スクの 的 に用いられていた。

々の要 で な はあれど 子ども

待の においては ある一 の要 では

し ないという とも えられるであろう。 
 上 文献の中で イ スクの として用

いられていたものは 本にお る「特 」

の と重 するものであった。子どもの発

達に を す あるいは 待 スクの要 と

して 子育て期の イ スクは で共 して

いた。これらを することは 待や な

育といった子育て期の イ スクに する一

としての意 合いを であろう（ ・

木 2010）。 
 しかし 研究では スク要 とその に

いて実 データに いては 理されてい

ない。人 学的 報や心理 のアセス ント

で用いた指 が どのような と び いてい

るのかを した研究が まれる。こうした実

データは アセス ントの 実にも寄与すると

えられる。 
2）「 イ スク」への介入 

 に とした文献で取り上 られていた介入

法を 介する。 
 まず イ スク要 として一 多かった 年

の 親への介入として Mayers ら（2008）が

ったThe Chances for Children Teen Parent
Infant Project がある。ア カで思 期の 親

を に 高 で われているデイ アプ ラ

である。力動的 療法 ストレン ス デ

を 用したビデ ンタライ ン ース

の 療を組み合わせており 子 親

子どものプレイセラピーが われる。子ども

との関わりの中で習 いている 入的 動に介

入できるよう 子どもの 動に する自 の 応

への （reflection）を増やすことを目的として

いる。特 的なのは 親の によってどの介

入の 重を重くするかをアレン する である。

したがって プ ラ に する の多

な に合わせた介入が されるようになって

いる。この介入法によって 親の 動が する

ことが らかにされており 特にう の を

親にも であることが された。

を っていても 親の 育 動を えるこ

とで 子どもの発達を 障できるようにする介入

と言えよう。 
 親の 動の に があると言われている
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介入として The new beginnings programがあ

る。 々はイ スのアン イトセンターで

られたものではあるが Bain（2014）はこれ

を ア カ共 のシ ターに してい

る 子を に導入した。12 の 療法で

親の ンタライ ン へ きか ることで

親の ンタライ ン や子どもへの関わり

を改 することが目指されている。 親の子ども

への関わりが改 された でなく 子どもの言

発達も されたと報告されている。 
 イ では Pillhofer ら（2015）がUlm Model
という介入の を している。Ulm Model
は い 親の 感性を高 る があると言わ

れている。発達心理学の 見とアタッ ント理

論に く 動 の介入で 親と子どもと

の相 用場 のビデ ー ックを う。

ー ックの中では 子どもの発 と 親の

応 に いて し合われる。この介入の ー

アップ はみられなかったが 介入 イ

スク において があることが らかにされ

ている。 
 ビデ ー ックを う では じである

が 親の 動 を目的としていないものもあ

る。 Phillips ら（ 1981 ）が 介している

Mother-Child Interaction Groupは 1976年から

1977年と くに われたプ ラ である。3
の イ スク児のた の 療的デイ ア 設

である Infant Care Center で実 されたこのプ

ラ は デイ アプ ラ にさえ でき

ない イ スク 子を としており 支援

な重 な に陥っている 子への介入法として

注目できる。 親が アされていると感じられた

り 自ら援 要 できるようになることを目的と

している。 人セッシ ンと セッシ ンを織

り ながら6 で進 プ ラ のうち

親と子どもの相 用をビデ で する第2
では 親がスタッ から アされている場

を できることが目的とされている。 

 ン ー ントを重 する介入として

研究として多く取り上 られていたのは Muzik
ら（2015）のMom Powerである。 療動 を高

時に ーシ サ ートや アに ながる

よう すことが目的とされている。13セッシ ン

（うち 3 は 人 10 は ）で ン ー

ントにより 親の 心感 自己 力感をあ る

ことが目指される。 
 上の介入法を目的に って大 すると 親

の子どもへの関わりそのものを させることを

目的としたアプ ー と 親の援 要 力を

高 るアプ ー の 2 に られた。どちらの

アプ ー も イ スクな 子を にしている

ことに相 ないが イ スクの中でも かしら

の支援を られる か かが 支援の 向性

を する上で重要であると言える ろう。 ま

り の 研究において となる 子が

心理援 上どの に 置 られるのかア

セス ントが 応付 られているのである。介入

による を する指 も されている。こ

れを えると の文献においてプ セスを

し 事 事 での を 的な指 を して

した研究の なさに気 かされる。 
 また と を組み合わせた介入法が

多く見 られた。その中には 心理 でな

く サービスのスタッ を巻き込ん ー と

しての大 な介入もあった。これは 多 で

の により支援を う 子生活支援 設と

の と えられる。 子が 設の中で た

支援を じて それ れがどのように 用したの

か えていく研究は ま ないと思われる。

研究のような専門的プ ラ の導入が ら

れている今 介入 のプ セスが された

的研究の がまずは 要であろう。 
 
Ⅳ 合考察 
 待児やDV 害者への 応を られてき

た心理 であったが この 20 年 支援 ー が
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多 する に合わせて 専門的活動の も広

がってきている。こうした中 一 的な支援の

ー スタン ー を るのは しいであろう。

介入の多 性は ース とに なるが 多 な

を的 に し な支援の 向性を する

アセス ントの は を問わず 障される

要があろう。 研究ではアセス ント要 の

が進み 人 学的 報から スクの

を する みもされている。 本では特

に される 目に 研究のいく かの 目

が するものの 育児期やそれ の は

っていないのが現 である。したがって今 ア

セス ントの を 障するた の実践に関する

が 要であろう。 
 さらに 介入において 子生活支援 設では

多 なくして成り たないものが多い。

子の生活を 設 で えて て 心できる

が できる。この そのものがある の

であり 生活を支える臨床実践の特 ともい

える。したがって 設というコミ テ

でいかに なアプ ー が であるのかを

していくことは 支援の質の向上に ながるで

あろう。実践研究を していく上で コミ

テ アプ ー の が今 重要になってくると

思われる。 
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りました 木紀 代先生に く し上 ます。

また しながら を支えてく さった 木研

究室の に く感 します。 


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

